
































































































































































































































































十 尤 有 当
用之使。
宜肢楯小手脚纏一従停止。」循環












が四百人に半減され、間司に付されることになったことがあげられよう。桓武帝による遷都の直後出された官符をうけて、大同元年、「除蔭子孫以外一切停補」と任用 きび い 限 定められていた大舎人 数の半 は、左右近衛府の充実を一示すものと考えられる。更に、弘仁十年十 月の 京職解 よって出された太政官符は、職員令及び軍防令の規定をひき、兵士 器伎 帯することを聴している。京中の兵士が「行卒則先駆 尋常川州衛城」役割を持つ故に武器を持つことを許されたことは 天
皇
の頻繁な


























更に、弘仁十二年正月には、大和国の任限を制定すると共に、（前略）禰宜祝等考者国司勘定、而今至子神主不隷国司、因抜、任中功過無由政摂、望請、件神主考国司随状褒同氏、以雄善悪者（ 冬 嗣 ）同宜、奉勅依請（

































































































との勅が出された。「富豪之財」 利用することによって「困窮之徒」を救うという政策である。既に弘仁初年、田地を占むる四至を限らず町段数に依るべきことが定められる程団地を占有する者が多かった事実 併考すれば、古代末期としての律令社会の最も体制的に安定した時期であ この九陛紀初頭に 私財を蓄積し班田制をつきくず寸源となる富豪を律令国家 利用せざ を得ないという現象に注目すべきであろう
更に、延暦十六年四月の太政官符をうけて、出された右の官符
は、いかに嵯峨帝を頂点とする律令政府が農民統制に配慮したかを如実に示している。


















































































（ 冬 嗣 ）






























に就いて 弘仁十三年三月廿八日の格は重要である。即ち近江国穀十一万五千併の ち 「駄賃料一万五千併。鑓一読」を差引いた十万併を運進させることになった。こ まで「常賃一方餅読」であったが、「今加五千餅
f
制」と定まった。その理由は、近江
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以 五 位 。 」


















」 刷 堂 に お
ける確固たる地位を確保した冬嗣は、既 多くの
論考によって指
摘されて るように、九世紀後半の前期摂関政治への途 聞いのである。
しかし、冬嗣の役割は、ここにとりあげたいく
つ か
の
官符をみ
ただけで論じることは勿論充分ではない。特に父内麿と共に、帰化人と深いつながりのあっ と考えられる冬嗣は、九世紀初頭政治史にお る役割の
重要性
は勿論のこと、大
陸及び半島
の
影響
が濃厚な九世紀の祭紀や
宮廷芸能等につ
いて考
察する際にも
、そ
の存在は考慮されねば るまい。
本稿で試みた藤原冬嗣を通 ての九世紀初頭の政治史の分析
は、九世紀の日本 の全体像を描くための一素材であり、今 も
一 六
北家藤原氏を中心に据えて、日本古代史を再検
討する
作業を続け
て行きたいと考えている。注（
1
）
亀
井日出
男氏
「 令
義解
体制における皇祖神威に関する一
考察
i
延
喜斎院司式にみたる賀茂祭把の特質
」（政治
経
済史学第十六ロマ所収）
（2
）弘仁四年項。冬嗣の建立した興福寺南円堂は、父内麿が
藤氏の表徴を歎いて「申合弘法大師被造立」た不空謂来観音像をま
つるためのものであり、仏殿のできぬうち内
麿が莞じた で、冬嗣によって建てられたとある。
（3
）彦由一太氏『中央集権的古代末期政権としての「律令制
国家
権
力」の成熟完成とその史的意
義
1
「嵯峨朝及び峰
峨後院政治」〈令義解体制
V
の評価
l
』ハ歴史評論第一
四九号所収〉
〔 付
記
〕
本稿に引用した官符は『類家三代格』に拠り、紙数の関係上、
『一二代格』以外から引用した史料のみ注記を加えた。また、自余の
諸先学の関連諸論文名及びそ
の紹介は、紙数の関係上
省略させ
ていただいた。
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